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乳腺筋上皮細胞内空胞形成の機序に関する研究
高　　橋 埜日
　　　　東京医科大学病理学第二講座
（指導：海老原善郎主任教授，外野正巳名誉教授）
【要旨】　光学顕微鏡標本で通常認められる乳腺筋上皮細胞内空胞の形成について，諸種要因を検討した．
　光学顕微鏡標本における筋上皮細胞内空胞は固定法や試料の大きさにより，出現模様に差異があるが，必
発の所見であった．しかし，固定液の浸透圧は空胞形成に関与しなかった．一方，通常の作製方法によった
電子顕微鏡標本では，筋上皮細胞内空胞構造は認められず，光学顕微鏡標本内空胞の形成に関与すると思わ
れる小器官も観察されなかった．空胞形成を伴った光学顕微鏡用試料の戻し電子顕微鏡標本では，空胞部分
は崩壊小器官の部分残像が散在する透明な細胞質であった．これらの観察結果から，空胞形成は光学顕微鏡
標本作成過程における人工的産物であり，その形成にはactin　filamentの存在様式が深く関与しているもの
と思われた．
はじめに
　通常の組織学的検索に用いられる種々の処理法
は，それぞれ人工産物を作って，これを具現化し所
見を取る手だてとしている．その過程には固定，脱
水，包埋，染色という作業があり，目的に応じて各
種の人工産物を作っている．
　ヘマトキシリン・エオジン染色は最も一般的な染
色方法で，今日では十分に完成された方法の一つで
あるが，それでも説明不可能ないくつかの人工産物
が作られる．しかし，この理想から離れた人工産物
が，かえって細胞の同定や病変の特徴の把握に重要
なこととして認識されているものも多い．人工産物
形成の成り立ちを理解することは細胞の同定，しい
ては診断そのものに重要である．
　このような性格が不明の人工産物のなかには，乳
管壁の筋上皮細胞の空胞化現象がある．この所見は
細胞の同定とともに，実際には乳癌の組織診断に重
要な鍵となっている．これらの空胞はこれまで細胞
内グリコーゲン保有量の差により出現が左右される
とされている5）．
　一方，通常の処理によって作製された乳腺の電子
顕微鏡写真においては，光学顕微鏡下に見られる空
胞に一致すると考えられる構造は見られない．
　本研究は光学顕微鏡標本上の筋上皮細胞内空胞が
形態学的にどの部位に存在し，空胞形成に関与する
因子は何であるのかを明らかにする事を目的とし
た．
研究材料および方法
　筋上皮細胞の空胞形成の原因を検討するために，
7例の乳癌手術材料を用い，摘出乳房中の正常乳腺
組織を術後30分以内に切り出し，固定液の種類，
濃度ならびに浸透圧の差異，固定時間，試料の大き
さ等を変え，下記の方法により光学顕微鏡的および
電子顕微鏡的観察を行った．
　光学顕微鏡用標本は試料を下記の1．から7．に
示す諸種の固定液中に浸漬固定後，型の如く70％
～100％のアルコール系列で脱水，キシレンで透徹
の後，パラフィン包埋した．薄切後，キシレンで脱
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Table　1　Fixatives　and　vacuolar　changes　of　the　myoepithelial　cells
Fixative Osmolarity
（mOsm／kg）
Trimming
size　（mm）
Fixation
time
Vacuoles　in　myo－
epithelial　cells
　　　20％NBF
　　　100／，NBF
　　　100／，NBF
　　　100／，UBF
　　　100／，UBF
　　2．5％GA・20／oPFA
　　2．50／oGA・20／oPFA
　　2．50／oGA・30／oPFA
　　Carnoy’s　fixative
　　Bouin’s　fixative
2．50／，GA・20／，PFA　一　100／，NBF
100／，NBF　．　2．50／，GA・20／，PGA
app．　3200
app．　1650
app．　1650
app．　1400
app．　1400
app．　1100
app．　1100
app．　1400
0ver　range
over　range
1100　．　1650
1650　．　1100
10　×　10　×3
10　×　10　×3
1×　1×　1
10　×　10　×3
1×　1×　1
10　×　10　×3
1×　1×　1
10　×　10　×3
10　×　10　×3
10　×　10　×3
10　×　10　×3
10　×　10　×3
10　days
10　days
24　hours
10　days
24　hours
10　days
24　hours
10　days
10　days
10　days
5　days　each
5　days　each
　十十
十十一一十十十
　十十
　十十十
　　十
　　十
　±”v十
　　十
　　十
十一v十十
　　十
　十十十
NBF；Neutral　buffered　formalin　UBF；Unbuffered　formalin
＋＋＋；marked　＋＋；moderate　＋；slight　±；minimal
GA；Gl taraldehyde　PFA；Paraformaldehyde
パラフィンし，100％～70％アルコール系列で水和
し，ヘマトキシリン・エオジン染色およびPAS反
応を行い光学顕微鏡的観察を行った．
　光学顕微鏡標本用固定液
　　1．20％中性緩衝ホルマリン液
　　　（リン酸緩衝液濃度0．1MpH7．4）
　　　［以下20％NBFと略］
　　2．10％中性緩衝ホルマリン液
　　　（リン酸緩衝液濃度0．2MpH7．4）
　　　［以下10％NBFと略］
　　3．10％非緩衝ホルマリン液
　　　［以下10％UBFと略］
　　4．2．5％グルタールアルデヒド・2％パラホル
　　　ムアルデヒド／0．2Mリン酸緩衝液
　　　［以下2．5％GA・2％PEへと略］
　　5．2．5％グルタールアルデヒド・3％パラホル
　　　ムアルデヒド／0．2Mリン酸緩衝液
　　　［以下2．5％GA・3％PFAと略］
　　6．カルノァ液
　　7．プアン液
　なお，固定液の2．と4．についてはそれぞれの
単独固定の他に，固定する順序を入れ換えて二重固
定した．試料切片の大きさは約10mm×10　mm×3
mm大に切り出し，固定時問は10日間とした．さ
らに，試料切片の大きさの影響を調べるため，固定
液2．3．4．については，上記の他に約1mm×1
mm×1mm大に切り出し，24時間固定したものと
比較した．
　電子顕微鏡用試料は，摘出後30分以内の材料を
約1mm×1mm×1mm大に細切し，2．5％GA・
2％PFAまたは10％NBFによる2時問浸漬固定と，
四酸化オスミウムによる二重固定とし，70％～
100％のアルコール系列で脱水し，QY－1処理した
後，EPON812に包埋した．
　光学顕微鏡的に確認された空胞を電子顕微鏡観察
するため，パラフィンブロック試料からの戻し電子
顕微鏡用試料作製を行った．すなわち，10％NBF
中で10日間固定して作製されたパラフィンブロッ
クを融解し，組織片をキシレンで脱パラフィンし，
100％～70％アルコール系列で水禾口の後，約1㎜
×1mm×1mm大に細切し，四酸化オスミウムで
後固定した．その後，前述の通りEPONに包埋し
た．
　各固定液の浸透圧はFISKE社製ONE－TEN型オ
スモメータを用いて測定した．
結 果
　1．光学顕微鏡所見
　光学顕微鏡用試料の作成に常用される20％NBF，
10％NBF，10％UBFの各固定液を用いると，いず
れの場合も筋上皮細胞内に著しい空胞形成が認めら
れた．空胞は円形ないし類円形を呈し，筋上皮細胞
の核とほぼ同じ大きさ程度のものが細胞質内に1～
2個の場合から，互いに融合し，細胞質の大部分を
占めるようなものまであった．後者の場合には基底
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側に空胞が一層をなして存在し，腺上皮細胞がすべ
て管腔側に浮き上がって見えた．しかし，核には特
に異常所見はなかった．
　空胞出現の程度は10％UBF，10％NBF，20％
NBFの順で著しかった．10％UBFは3者中秋も浸
透圧が低いにもかかわらず，空胞は大型のものが多
かった．10％NBFおよび10％UBFでは試料の大き
さと無関係に空胞形成が認められたが，試料切片が
小型のものでは空胞形成は減少する傾向があった．
　いずれの固定液の場合も，空胞部にPAS陽性物
質は確認されなかった．
　電子顕微鏡用試料の作成に常用される2．5％GA・
2％PFA，およびパラホルムアルデヒド（PFA）の
濃度を上げて浸透圧を上昇させ，10％UBFと同様
の浸透圧に調製した2．5％GA・3％PFAで固定する
と，組織ならびに構成細胞が凝縮傾向を示し，その
ため腺房の基底側に核のみが並んでいる様に見え
た．GAの組織浸透性は悪いとされている．しかし，
2．5％GA・3％PFAによる標本では試料が通常の光
学顕微鏡用と同様に大きいにもかかわらず，空胞の
出現は10％UBF固定に比較して格段に軽度であ
り，裂隙状の空胞形成を示していた．試料の切り出
しサイズが同様で，浸透圧もほぼ同じ1400
mOsm／kgであっても，像は全く異なっており，空
胞形成には浸透圧よりも，固定剤の種類による影響
が大きいことが示唆された．
　2．5％GA・2％PFAでは試料の大きさを電子顕微
鏡用試料の大きさ（約1mm×1mm×1mm）にし，
電子顕微内用試料の作製に常用されるものと同一の
固定方法を用いたのにもかかわらず，裂隙状の空胞
が観察された．また，PAS反応では裂隙状空胞部，
あるいはその他の細胞質内にも陽性物質は認められ
なかった．
　各種フォルマリン固定とグルタールアルデヒド固
定とでは空胞の出現度合および形態が異なっていた
ため，用いる固定液の順序を入れ替えてこれら固定
液による二重固定を行った．2．5％GA・2％PFAで
前固定し10％NBFで後固定した際には，2．5％GA・
2％PFAの単固定の場合と同様の所見であり，筋上
皮細胞質内の空胞の形成は軽度であった．しかし，
10％NBFで前固定し2．5％GA・2％PFAで後固定し
た際には，10％NBFの単固定の場合と同様の所見
であり，筋上皮細胞質内に多数の空胞が形成された．
すなわち，二重固定の最初に用いた固定液による単
固定と同様の所見であった．
　アルデヒドを含まない固定液としてカルノア液お
よびプアン液を用いて固定した標本では，大きな空
胞は少なく，微細な空胞が出現した．微細な空胞の
出現はカルノア固定の際の方がプアン固定よりやや
多かった．カルノア液もプアン液も浸透圧は3200
mOsm／kg以上と測定不能な程に高値であったにも
かかわらず，空胞の出現は軽度であった．PAS反応
を行っても筋上皮細胞質空胞に相当する部位に陽性
物はほとんど見られなかった．
　II．電子顕微鏡的所見
　2．5％GA・2％PFAにより至適条件で固定された筋
上皮細胞を詳細に観察すると，筋上皮細胞質中には
直径約0．4μmで中等度の電子密度の脂肪滴が時に
観察されたが，その大きさは光学顕微鏡で見られる
空胞に比較してはるかに小さく，数も少なかった．
　actin　filamentは細胞質内の一部でdense　bodyを
伴って束状に走行していたが，骨格筋や平滑筋の細
胞質内のactin　filamentに比較すると，量的にはか
なり少なく，走行状態も一定方向の配列はなく，し
ばしば交叉した方向にも走行していた．個々の
actin血lamentは極めて繊細であり，　filamentがまと
まって並走する部位ではactin　filament問距離は約
11．99　nmであった．
　actin　filamentのない所には遊離リボゾームやそ
の他の小器官が分布し，暗調な細胞質基質を示して
おり，空胞形成はなかった．また，細胞質中にはα
およびβグリコーゲン穎粒も認められが，これらグ
リコー一・一ゲン穎粒は心筋や骨格筋，平滑筋等の細胞に
比較すると遥かに少ないものであった．筋上皮細胞
は隣接する細胞との間に嵌合を発達させ，細胞接着
装置も明瞭であった．
　10％NBF固定では細胞は一般に2．5％GA・2％
PFA固定の場合に比較して明調となり，膜構造は
不鮮明で，細胞質内には所々できわめて明調な特定
の構造の見られない空虚な部分が散在していた．こ
れら空虚部は不整な広い空胞状の所と，明調な基質
にわずかに雲足状物質や破綻した小器官が浮遊して
いる様にみえる所とがあった．この様な変化は腺上
皮細胞の細胞質にもみられた．筋上皮細胞の小器官
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Fig．　1　Light　microscopic　findings　of　the　mammary　gland　fixed　in　various　fixatives．
A：　20％　neutral　buffered　formalin，
B：　100／o　neutral　buffered　formalin，　trimming　size　10　mm　×　10　mm　×　3　mm
C：　100／o　neutral　buffered　formalin，　trimming　size　1　mm　×　1　mm　×　1　mm
D：　100／o　unbuffered　formalin，
E：　2．50／o　glutaraldehyde・20／o　paraformaldehyde，
F：　Carnoy’s　fixative．
Vacuolation　in　the　myoepithelial　cells　are　prominent．
The　vacuoles　are　crack　shaped　in　E．
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としてはミトコンドリア，粗面小胞体，遊離リボゾ
ームおよびactin　filamentなどが観察されたが，ミ
トコンドリアや小胞体の腫大，膜構造の不連続，ク
リスタの消失などの破綻像が強く，これらの変化が
前記の空胞状構造に移行している所も観察された．
　actin　filamentは細胞質内の一部に凝集性に分布
する傾向を示していた．その構造内部にも疎密があ
って，個々のactin　mament自体も繊細さが失われ，
さざ波状走行や配列の乱れが生じていた．また，
actin∬lament凝集部ではdense　bodyが増加したか
のように明瞭化して認められる傾向があった．
　全体的にいわゆる“固定不良”の所見を示す細胞
が多かったが，種々の小器官はほぼ残存しており，
空胞化は希であった．
　10％NBFで固定し，光学顕微鏡的に筋上皮細胞
質の空胞形成の見られた標本から電子顕微鏡標本を
作製し観察した．
　筋上皮細胞の核は細胞質の中央あるいは辺縁に位
置し，細胞質の大部分は少数の小器官破砕片を含み
ながら淡明化し，不規則な空胞状域を形成していた．
空胞状域内には脂質や糖質を示唆するような構造物
は認められなかった．この領域は10％NBF固定に
比較してさらに大きく，ある細胞では小器官破片を
残し，細胞膜も不鮮明となって，裸出状に見えた．
　このような細胞を詳細に観察すると，固定不良に
よると思われる小器官構造の著しい破壊に比較し，
actin　mamentだけは構造を比較的良く保っていた．
すなわち，actin　filamentは残存し，細胞質の辺縁
帯に不規則に凝集していた．個々のactin　mament
はやや太く見え，actin　filamentが枝分かれして網
状構造を呈する箇所も見られた．希には破壊像の強
い小器官の一部が抱き込まれているところもみられ
た．その周囲にはしばしば上述の空胞状の無構造領
域があり，この領域を取り囲む膜様構造はなかっ
た．
考 察
　通常の固定，包埋，脱水，薄切を経て作製された
ヘマトキシリン・エオジン染色標本で，細胞に空胞
状構造がみられた場合，その成因として水腫性膨化
あるいは脂肪や糖類の蓄積を考えてみることが経験
的になされている．筋上皮細胞を特徴づけている空
胞化についても，後述するようにいくつかの見解が
示されているが，今なおはっきりした見解は得られ
ていない．著者はこれらのいくつかの要因について
検討した結果に基づき，考察を加えてみたい．
　生きた細胞が低張液に暴露されると環境中の水分
が細胞内に移動し，高張液に暴露されれば水分を失
う事は良く知られた事実である．組織が固定液中で
浸漬固定される過程で，その初期においては細胞が
生きたままであるため，固定液の浸透圧は固定結果
に大きな影響を持つ因子と考えられ，乳腺筋上皮の
空胞形成にも関与している可能性も考えられた．し
かし，ホルマリンを用いるとその濃度，緩衝成分の
有無に関わらず，光学顕微鏡標本では筋上皮細胞の
細胞質に空胞の出現が著明であった．一一方，同一一例
の乳腺組織を浸透圧を約1400mOsm／kgにそろえ
た10％NBFと2．5％GA・3％PFAとに浸漬固定し
比較したところ，試料の大きさの大小に関わらず前
者では空胞の出現が著しく，後者には少なかった．
又，アルデヒド系の固定液に比較して，著しく浸透
圧の高いカルノア液やプアン液による浸漬固定では
空胞の出現は少なかった．このことから固定液の浸
透圧は乳腺筋上皮内の空胞の形成に直接関与する因
子ではない事が示唆された．Grayら1）によれば，
固定液に暴露された細胞膜はその構造が変化し，膜
輸送機能も破壊されるため，古典的半透膜としての
働きを失い，そのため凝固点降下法による浸透圧の
測定はあまり意味がないとしている．本研究でも浸
透圧の測定は凝固点降下法で行なったが，浸透圧と
固定結果との間に関連性は認められなかった．
　10％NBFと2．5％GA・2％PFAとの二重固定を浸
漬順序を換えて行うと，初めの固定液が10％NBF
の場合には筋上皮細胞質内に多数の空胞が見られ
た．そこで，切り出しサイズを小さくし，乳腺組織
を10％NBFに浸漬固定し観察したところ，筋上皮’
内の空胞は減少する傾向が見られ，10％NBFでも
固定液の組織中への浸透が速やかに行われる条件を
整えれば，空胞の形成傾向が減少する事が示され
た．
　唾液腺の明細胞腫2～4）は筋上皮細胞に由来するこ
とがほぼ確実で，「明細胞」の名称は腫瘍細胞の細
胞質の空胞化を意味している．これは筋上皮細胞が
空胞化しやすいことを経験的に了解した上で診断根
拠の一つとしている．
　筋上皮細胞の空胞の出現に，固定液がどのように
かかわっているかについては明かではない．
（5）
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Fig．　2　Electron　microscopic　findings　of　myoepithehal　cells　fixed　in　2　50／o　glutaraldehyde　20／o　paraformaldehyde　The　cyto－
　　　　plasm　is　filled　with　well　preserved　organelles　and　filaments
Goldman＆Iqein3）によれば唾液腺腫瘍のうち少な
くとも悪性像を示した部分では空胞内にグリコーゲ
ンが認められ，Feyrter5）も明細胞腫の一部分にPAS
反応陽性のグリコーゲンを観察している．乳腺筋上
皮細胞の場合にもグリコーゲン穎粒の存在を期待し
たが，空胞内にPAS反応陽性物質は観察されなか
った．この結果は水溶性のアルデヒド系固定液のみ
ならず，糖質の固定液として推奨されているカルノ
（6）
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Electron　microscopic　findings　of　myoepithelial　cells　fixed　m　100／o　neutral　buffered　formalm　Clear　cytoplasm，　dis
iuption　of　the　membrane　of　organelles　and　filaments　pushed　to　the　periphery　are　promment　as　well　as　loosened
ア液でも同様であった．
　Smith6）およびVorherr7）はそれぞれ，乳管の基
底に見られる「明細胞」は筋上皮細胞，あるいは筋
上皮細胞と腺上皮細胞の両者7）の前駆細胞であると
位置づけし，Joshlら8）は腺上皮細胞の前躯細胞で
あると主張している．いずれにしても，「明細胞」
は小器官に乏しく，細胞質の電子密度の低い細胞を
さし，唾液腺の明細胞腫でいう空胞化した明細胞と
（7）
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Fig．　4　Electron　microscopic　findings　of　the　myoepithelial　cells　seen　in　the　material　prepared　from　paraffin　embedded
　　　　blocks　（fixed　in　100／o　neutral　buffered　formalin）　Empty　spaces　predominate，　organelles　have　disappeared　and
　　　　filaments　are　pushed　away　to　the　periphery　of　the　cytoplasm　of　the　myoepithehal　cells　The　filaments　are
　　　　loosened　and　disordered
は異なる範晴に属するものと考えられる．
　一方，BarWlckら9）は通常の組織検査において見
られた乳腺の空胞化明細胞についてパラフィンプロ
ソクから戻した材料を用いて電子顕微鏡観察も行っ
ている．また，Cartagenaら10）は明細三筋上皮腫瘍
を調べ，光学顕微鏡的には空胞形成が認められるに
もかかわらず，電子顕微鏡的にはこれを裏付ける所
見はないことを報告し，その原因は不明であるとし
（8）
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ている．Erlandson11）はadenomyoepitheliomaの症
例報告中で光学および電子顕微鏡検査を行ってい
る．光学顕微鏡では基底側の細胞に著明な空胞形成
が認められているが，電子顕微鏡像ではこれを説明
する所見が認められない．材料の採取方法に関する
詳細な記述はないが，おそらく，光学顕微鏡用のも
のと電子顕微鏡用のそれとは材料の処理方法が異な
ることによるためであろう．
　しかし，筋上皮細胞が空胞化して見られる事は広
く受け入れられており，Fattaneh12＞は筋上皮は明
調な（clear）あるいは空胞化した細胞質からなり，
裸核のようにみえるとし，Tsudaら13）は乳腺腫瘍
組織所見の記述で「腺管を構成する二つの成分，す
なわちややエオジン好性の細胞質を持つ腺上皮細胞
とclearな細胞質を持つ基底筋上皮細胞をいまだ保
持していた」としており，筋上皮細胞の特長所見の
ひとつとして細胞質の淡明化を挙げている．また，
Vina＆Wellsi4）は腺上皮の分泌相では細胞質が明細
胞化生を来すが，筋上皮細胞の淡明化は固定速度と
関係すると述べている．
　本研究でも種々の固定方法で試料作製して光学顕
微鏡的に観察したところ，その程度に差はあるもの
の，固定法に係わらず光学顕微鏡標本では筋上皮細
胞の空胞化が起こることが確認された．しかし，は
じめから電子顕微鏡材料として処理されたものの電
子顕微鏡観察では，筋上皮細胞の光学顕微鏡所見を
説明できる所見は見いだされなかった．さらに，空
胞化の明らかな光学顕微鏡用のブロックから得られ
た戻し電子顕微鏡材料では，特定の構造をもたない
空虚な領域が形成されているだけで，脂肪や糖質な
どの空胞化を説明できる物質の蓄積は認められなか
った．また，筋上皮細胞のactin　filamentは相互に
凝集して散在し，細胞膜は断裂していた．
　以上の2・3の点から，光学顕微鏡的に観察され
る筋上皮細胞の空胞化現象は光学顕微鏡材料を作成
する過程のいずれかで起こる人工産物，特にactin
filamentの急激な収縮が細胞質や細胞膜の構造破壊
に関係していると考えることができる．すなわち，
浸漬組織片が大きい場合や固定液が穏和でなく，固
定能力が弱い場合は，大部分の小器官に破壊や消失
が進行する過程で，比較的保存状態の良いactin
filamentが不規則に収縮することにより，微細化し
た一部の小器官破片をもこの中に抱き込みながら一
掃し，文字通りの空胞状態を作るものと思われた．
さらに，異常収縮により，これが一一部に附着する細
胞膜にも変形や破損が生じるのであろう．actin
filamentが通常の平滑筋や骨格筋の筋細胞の様に細
胞質を埋め尽くすほどに豊富な場合は，細胞の原形
をほぼ完全に保持しうるであろうが，筋上皮細胞の
ようにactin　filamentが束状にかなり疎に散在して
いる場合は，不適当な固定法により諸種小器官の死
後変化を示す過程において，比較的保存性のよい
actin　filament束が異常収縮を起こし，小器官の一
掃や細胞膜の変形破綻を生じるものと考えられた．
　電子顕微鏡用標本作製の際の様に，組織が小さく，
且つ固定作用が穏和で，しかも全体の微細構築を保
持しつつ，速やかに固定能力を発揮できる固定液の
場合は，仮にactin　filamentの収縮，凝縮が起こっ
ても細胞質内の全構築物がそれぞれの場所で保存さ
れて牽引に耐え，空胞は形成されにくいものと考え
られた．さらに，固定がある程度良好な場合でも，
光学顕微鏡標本作製過程の様に，試料が熱に暴露さ
れたり，試料が浸漬されている溶媒の質や濃度が急
変するような環境変化に暴露されると，actin　fila－
mentの凝縮が起こり空胞が形成されるものと考え
られた．
結 論
　光学顕微鏡標本で通常認められる乳腺筋上皮細胞
内空胞の形成について，諸種要因を検討したところ，
下記の結果が得られた．
　1．光学顕微鏡標本における筋上皮細胞内空胞は
固定法や試料の大きさにより，出現模様に差異があ
るが，必発の所見である．
　2．固定液の浸透圧は空胞形成に関与しなかった．
　3．通常の作製方法によった電子顕微鏡標本では，
筋上皮細胞内空胞構造は認められず，光学顕微鏡
標本内空胞の形成に関与すると思われる小器官も
観察されなかった．
　4．空胞形成を伴った光学顕微鏡用試料の戻し電
子顕微鏡標本では，空胞部分は崩壊小器官の部分残
像が散在する透明な細胞質であった．
　5．空胞形成は光学顕微鏡標本作成過程における
人工的産物であり，その形成にはactin　filamentの
存在様式が深く関与しているものと思われた．
（9）
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Intra－cytoplasmic　vacuoles　in　the　myoepithelial　cells　of　the　mammary　gland
Toyomi　TAKAHASHI
　　　　　　Department　of　Pathology　II，　Tokyo　Medical　University
（Director：　Pro£　Yosirou　EBIHARA，　Prof．　Emeritus　Masami　HOKANO）
Summary
　　The　cause　and　the　mechanism　of　intra－cytoplasmic　vacuolar　change　in　the　myoepithelial　cells　of　the
breast　were　studied．　Light　microscopic　observations　revealed　that　intra－cytoplasmic　vacuoles　were　always
present，　though　the　conditions　varied　depending　on　the　fixation　method　and　the　size　of　the　specimen．
Furthermore，　the　osmolarity　of　the　fixative　had　no　influence　on　the　condition　of　the　vacuolation．　On
the　other　hand，　neither　intra－cytoplasmic　vacuoles　in　the　myoepithelium　nor　organelles　related　to　the
vacuolation　were　found　by　electron　microscopy　after　the　usual　processing　of　the　specimen．　ln　the　elec－
tron　microscopic　specimens　from　paraffin　blocks，　which　were　confirmed　to　be　vaculoated　by　light
microscopy，　the　vacuolar　part　was　an　electron－lucent　cytoplasm　with　scattered　debris　of　organelles．
　　Based　on　these　observations，　the　vacuoles　from　light－microscopy　were　considered　to　be　an　artifact
created　during　the　specimen　processing，　and　the　distribution　pattem　of　the　actin　filaments　plays　an
important　role　in　the　formation　of　the　vacuoles．
〈Key　words＞　Mammary　gland，　Myoepithelial　cells，　Vacuolation，　Artifact，　Electron－microscopy
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